


カブトガニレクチン(TTA)は,シアル酸,N-アセチルグルコサミンおよび N 一アセチルガラ

クトサミンなどに親和性の高いレクチンである。そこで TTA を用いたシアル酸尿の検出法

を検討した。 

反応は,赤血球凝集阻止反応によった。尿中シアル酸などの存在により,TTA の赤血球凝集

作用が阻止される度合を検討した。方法は,煮沸除蛋白した尿に 0.05M-トリス-塩酸緩衝液

に0.15M-NaClと 10mMの Ca++を含んだ溶液中にTTAを適当な濃度に溶解したものを加えて

,37℃で1時間インキュベートしたのち,終濃度が0.5%になるように浮遊0型赤血球を加え

た。これを 37℃で 1時間インキュベートした後,さらに 4℃で 18 時間インキュベートして

比較した。 


